
クラブ代表および登録選手各位 様

足立区卓球連盟 殿

「連盟登録費減額要望書」 に対する回答について

要望書

以下、署名35名分（20クラブ在籍中の個人）

要望書署名人数比率
要望書発起人1名+署名35名（20クラブ在籍中の個人）=計36名

（令和2年度登録総会員数1092名：約3.2%）

～2枚目につづく「連盟登録費減額要望書」 に対する回答について　（1/2）

令和2年12月吉日

足立区卓球連盟
会長 久須美 皓司

令和　年　月　日
（注：日付未記入提出でした）

クラブ名
発起人氏名

　平素より当連盟の運営にあたりまして、ご協力をいただき厚く御礼申し上げます。
　さて、10月17日（土）に受領しておりました「連盟登録減額要望書」に対する回答を以下にお知らせいたします。

◎要望書・署名の公開の必要性の有無（要望書・署名の真偽）もございますが、個人情報保護の観点から、
連盟内で保管の上、公開は見送らせて頂きます。
開示要求がございましたら、その際は審議の上、必要性に応じて対応させて頂きます。

2020年度連盟登録費について、2020年11月まで連盟主催の試合が開催されないため、
連盟登録費1チーム7,000円に対し一部減額を要望します。12月から連盟主催の試合
が開催されるのであれば2/3の減額とし、次年度登録費への充当を要望します。
下記は、この要望に関して賛同して頂いた連盟登録チーム※の署名です。

※注：原文は登録チームとなっていますが、登録会員個人と判断しています。

〈追記〉この要望書の試合が開催されなかった期間は、11月の新人戦開催が発表される
前の試合期間なので減額の割合等は変わると思います。
連盟の方針等をHPに掲載願えればと思います。



～1枚目より　「連盟登録費減額要望書」 に対する回答について（2/2）

https://www.attf.tokyo
足立区卓球連盟

「連盟登録費減額要望書」 に対する回答

6月に全登録クラブ・個人に発送済みの
【「「令和2年 足立区卓球連盟総会」 書面決議の結果について」での回答】

11月にホームページに掲載しました
【令和2年 足立区卓球連盟総会書面決議 「ご意見・ご提案・ご質問」に対するご回答】

これらにありますように、今年度の連盟登録費の処理につきましては、総会書面決議終了時より、継続審議して
おりましたが、【連盟登録費減額要望書】 に対する足立区卓球連盟からの正式回答を以下に示します。

記

会長以下部長会議で審議の上、理事会にて以下のように決定しました。

今年度の登録会費につきましては、今年度の全事業の会計状況が判明次第、ただちに
検討・審議の上、対応を決定させて頂きます。また、金額・割合・方法、発表時期につきまして
は、その際にご報告させて頂きます。大変ご心配おかけしておりますが、ご理解頂きます
ようお願い致します。

また、事業は実施出来ておりませんが、例年通りの印刷物（総会資料・会員名簿・大会要項・規約）の制作、
また例年を上回る通信費（コロナによる事業日程変更のお知らせ等）など、連盟運営経費は発生している事を
重ねてご了承ください。

新型コロナウイルス感染症の第三波をむかえている現状、区・都・国およびその他上部団体からの要請等に
より、開催を決定した事業に関しましても、急な変更・中止など起こりえる状況です。皆様にはご心配・ご迷惑を
おかけいたしますが、諸事情をご賢察の上、ご理解くださいますよう宜しくお願い申し上げます。

該当部分
いずれのご意見・ご提案・ご質問に対しましても、理事会にて検討いたします。
また、回答につきましては、ホームページ、および今後開催事業時とさせていただきます。
この件に関しましての個別の郵送は致しませんのでご了承ください。

該当部分
コロナ感染症の状況如何によりますが、徐々に実施できる事業から再開を試みている所ではあります
が、会費につきましては、年度会計の状況をみて、善処したいと考えております。
今年度内の全事業を中止した他連盟などは、登録費の返還など発表している所もありますが、足立区
卓球連盟としましては、ギリギリまで状況を見極めつつ、極力事業を実施したいという方針です。大変
ご心配おかけしておりますが、当事業年度の会計状況が判明した後に、改めてご報告させて頂きます。


